


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｔｌ３ ﾙー ■~~’ 忌二鏡孟二再讐:=）
ここ（と示す）です。
~(マジックで印をつける）
そうだ。
Ｃｌ６ここは（点線部より下）いらないんじゃな
いですか。（そうだの声あり）
Ｔｌ４はこには、４つの面があるんだね。
Ｃｌ７まだあるよ'上も下もあるよ。
Ｔｌ５そうだね。これだけあるね（マグネットを
ｎｎｎｎ二'幼け）
Cl8先生ロ
ー態いた．□ｎ、、
□
ＴⅡすごいね。
Ｔｌ７よう<見て、気づくことないかな？
Ｃｌ9雨が６つある
Ｃ２０くみたてるとはこになる
Ｃ２ｌぜんぷ長方形
Ｃ２２同じ形が２つずつある
C23同じ形が３種類ある
C2I同じ形がとびとびにある
Ｔｌ8たくさん見つけたね。今日勉強したことは
着≦ワ
ｑここ（点線）もそうだ
Ｔ５まだ他にもありそうだね．
それじゃよく見ててよ
⑦丘三'①
工
Ｔ６あれいっしょになって［
(側面をはがす）
dａ
しまったよ。
この（実物の箱で示しながら）ひらくった
いところはどこなの？
ここです（上図の点の部分を示す）
ここはちがうの？（＊を示す）
そうです
じや、ここは？（①に近い②の部分に△）
そうだちがう
①の部分は、ここからここまでとはっきり
させてくれないかな
７
７
８
８
９
９
（
し
Ｔ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
Ｔ
, ｣二Ⅱ刀〕０－」。
(簾謀二Zir） ]、のﾅlZI式長
．１１，７T多Ｚ」 ■
ＴＩＣよくできたね。こんなみたいのを面といい
ます。
この中（上図）に面がいくつあるの？
Ｃ、４つあります。
｡本時では、（まこの形とつつの形をつみ上吠
ころがる。ころがらないという視点で対象と
する部分を側面に限定している。
しかし、Ｃの発音の段階では、児童は、側面
をひらくつたいと表現はしていても、面とい
Ⅲ
Ⅱ
Ｃ
Ｔ
じゃこれでいいね
(ふぞろいに線をひく）
Ｃｕだめ
－４５－
■
かこまれたものととらえさせて、面のひろが
り、面の大きさ、面と面の関係を気付かせよ
うとしたわけである。このような分折的な見方
を育てるために今後も研究を重ねたいと思う。
うひろがりをはっきりと意識しているわけで
はない。
そこで、側面をはがしてＴ６、Ｔ７と問いかける
ことによって対象とする部分が点のひろがり
であることをとらえさせたのである。
さらに、Ｔ８で異なる面のあたりに点を示して
児童の意識のずれを生じさせ、境界線をひく
ことにより対象とする面のひろがりをはっき
りと意識させたのである。
ｏＴｌｌに見られるように、教師は意図的にふぞ
ろいな境界線をひいて見せている。このよう
に事実とのずれを見せ、「これでいいね」と
問いかけることより児童の意欲を引きおこし、
単なる境界線ではなく、面の大きさまで意識
するようにしむけたのである。
Cl3、ＣＭの発言は､面の大きさを充分意識した
ものと考える。
ｏＣｌ５のあと児童には側面の展開図の大きさよ
りもやや大きい紙を与えた。というのは、４
つの面のそれぞれの横の長さを意識するだけ
でなく、たての長さも意識することで、面の
大きさを明確にとらえさせることができると
考えたからである。
実際、Cl6の発言に対して多くの児童が賛成し
たことからもねらいは達せられたと考える。
。、で「面の数は４つだね」と事実を否定す
る問いかけをしている。ここまで学習が進ん
だ段階ともなると、面の数そのものが問題と
なるのではない。面の数が６つであることを
確認し、Tl5のように６つの面をおくことをば
ねにして、面の形、大きさ、関係などに気付
いていくことを期待したのである。
Ｃｌ8以降に見られるように児童は、面につい
て予想以上に多くのことを見つけてくれた。
。児童に、面をどのようにとらえさせるかが
本時のポイントであった。
実際にはこを見せて、こんな所を面といいま
すと教えても、児童に面をとらえさせたこと
にはならないのは言うまでもない。
そこで、私達は、面＝ひらたくて長方形で
Ｖおわりに－研究のまとめと課題
本年度は、既知・未知を窓口にして児童の持
つ力を知ることにより追求の意欲を高めようと
してきた。
このことにより、児童の反応の予測が立てや
すくなり、どのような課題を設定し、どこで児
童の考えをゆさぶり、何で考えさせていくかと
いう授業の設計が、少しは明確に持てるように
なった。
しかし、予想を超える児童の発想の多様さや
考え方の鋭さに対応しきれずに追求のずれや停
滞を生じることが度々あった。
児童の持つ発想や考え方をもっと生かすため
には、児童の発言に吟味をかけて、児童の持つ
力を探り、引き出していくことを心がけねばな
らない。そうすることによって、児童の反応に
即応できる教師の力が育つものと考える。
また、追求を促していくための工夫として、
焦点化の場を設けることと二の矢を用意するこ
とを考えてきたが学年の発想段階を考慮して位
置づけることが大切であった。
高学年においては、焦点化の場で、何を何で
考えるかを限定し方向性を示すことにより、そ
のまま充実の場となることも考えられろ。
一方、低学年においては、二の矢だけでは追
求が停滞することがあり、追求を持続させるた
めには、三の矢、四の矢とも言うべき問いかけ
が必要となってくるのである。
これまで、－時限レベルでの追求活動に研究
の焦点をあててきた結果、ある程度授業の組織
化に成果を得ることができた。
さらに教材の本質に迫るためには、単元レベ
ルの追求過程のあり方を明確にしていくことが
今後の課題であると考える。
－４６－
